
　　　　　　正　誤　表
平成22年3月30日

箇　　　所 正 誤

条文

第20条（Ｐ9）、第79条（35）、第346条（99）
　製品仕様書は当該＊＊測量の概覧、適用範囲、データ製品識別、データ内容及び構
造、参照系、データ品質、データ製品配布、メタデータ等について体系的に記載する
ものとする。

　製品仕様書は当該＊＊測量の概覧、適用範囲、データ製品識別、データ内容及び構
造、参照系、データ品質、データ品質評価手順、データ製品配布、メタデータ等につ
いて体系的に記載するものとする。
　※「データ品質評価手順」は「データ品質」に含まれるため削除。

第46条（Ｐ22）、第73条（29）、第105条（42）、第153条（54）、
第202条（64）、第220条（68）、第250条（74）、第273条（78）、
第309条（88）、第324条（90）、第338条（93）、第426条（117）

　品質評価表及び精度管理表 　品質評価表

第62条第1項表（Ｐ25）

第64条第3項（Ｐ26）
３ 渡海（河）水準測量
一　観測は、交互法､経緯儀法又は俯仰ねじ法のいずれかにより行うものとする。

３ 渡海（河）水準測量
一　観測は、交互法､経緯儀法及び俯仰ねじ法のいずれかにより行うものとする。

第127条第3項（Ｐ49）

３ 計画撮影高度に対するずれは、計画対地高度の５パーセント以内とする。ただ
　し、フィルム航空カメラによる撮影で、撮影縮尺が４０００分の１以上のとき、
　又は地図情報レベル５００以上のためのデジタル航空カメラによる撮影のとき
　は、計画対地高度の１０パーセント以内とすることができる。

３ 計画撮影高度に対するずれは、計画撮影高度の５パーセント以内とする。ただ
　し、フィルム航空カメラによる撮影で、撮影縮尺が４０００分の１以上のとき、
　又は地図情報レベル５００以上のためのデジタル航空カメラによる撮影のとき
　は、計画対地高度の１０パーセント以内とすることができる。

第173条第2項（Ｐ59）

第１７３条　調整計算の終了後、外部標定要素、パスポイント及びタイポイントの
　成果表を作成し、次のとおり整理するものとする。
　一　調整計算の成果表の単位は、平面位置及び高さの座標単位は、０．０１メー
　　トルとし、回転要素の角度単位は、０．０００１度とする。
　二　調整計算実施一覧図は、計画図に準じて写真主点の位置、基準点及びタイポ
　　イントを表示し作成するものとする。
　　※漢数字の「二」に変更

第１７３条　調整計算の終了後、外部標定要素、パスポイント及びタイポイントの
　成果表を作成し、次のとおり整理するものとする。
　一　調整計算の成果表の単位は、平面位置及び高さの座標単位は、０．０１メー
　　トルとし、回転要素の角度単位は、０．０００１度とする。
　ニ　調整計算実施一覧図は、計画図に準じて写真主点の位置、基準点及びタイポ
　　イントを表示し作成するものとする。
　　※カタカナ表記の「ニ」

第189条第2項（Ｐ63）

第１８９条　数値図化データ及び地形補備測量データは、図形編集装置に入力する
　ものとする。
２　現地調査等において収集した図面等の資料は、デジタイザ又はスキャナを用い
　て数値化し、図形編集装置に入力するものとする｡

第１８９条　数値図化データ及び地形補備測量データは、図形編集装置に入力する
　ものとする。
３　現地調査等において収集した図面等の資料は、デジタイザ又はスキャナを用い
　て数値化し、図形編集装置に入力するものとする｡

　- 公共測量 - 作業規程の準則(第３刷)

機　　　　　　器 性　　　　　　能 摘　　　　　　要

１ 級 レ ベ ル １ 級 水 準 測 量

２ 級 レ ベ ル ２ 級 水 準 測 量

３ 級 レ ベ ル
３ ～ ４ 級 水 準 測 量
簡 易 水 準 測 量

１ 級 標 尺 １ ～ ２ 級 水 準 測 量

２ 級 標 尺 ３ ～ ４ 級 水 準 測 量

１ 級 セ オ ド ラ イ ト １～２級水準測量（渡海）

１級トータルステーション １～２級水準測量（渡海）

測 距 儀 １～２級水準測量（渡海）

水 準 測 量 作 業 用 電 卓

箱 尺 簡 易 水 準 測 量

別表１による

機　　　　　　器 性　　　　　　能 摘　　　　　　要

１ 級 レ ベ ル １ 級 水 準 測 量

２ 級 レ ベ ル ２ 級 水 準 測 量

３ 級 レ ベ ル
３ ～ ４ 級 水 準 測 量
簡 易 水 準 測 量

１ 級 標 尺 １ ～ ２ 級 水 準 測 量

２ 級 標 尺 ３ ～ ４ 級 水 準 測 量

１ 級 セ オ ド ラ イ ト １～２級水準測量（渡海）

１級トータルステーション １～２級水準測量（渡海）

測 距 儀 １～２級水準測量（渡海）

水 準 測 量 作 業 用 電 卓

箱 尺 簡 易 水 準 測 量

別表１による



第342条表（Ｐ97）

付録５

(1)金属標の形状と標準規格（Ｐ224）

付録６　計算式集

基準点測量

3.4.6　未知点座標の平均値の標準偏差（Ｐ257）

　⑵ 測地座標

  　ただし、

　⑵ 測地座標

  　ただし、

　　※子午線曲率半径の記号はＭ´でも問題はないが、計算式集の
　　　 他の部分ではＭとしているため、統一した。

付録７

付属資料

公共測量標準図式数値地形図データファイル仕様

(2)図郭レコード(a)（Ｐ415） 地図情報レベル・・・・・・・・・・・・・作業規程の準則第3編第1章第80条に従う。 地図情報レベル・・・・・・・・・・・・・作業規程の準則第4編第1章第80条に従う。

(例) ○ ○ 市 (例) ○ ○ 市

公　　共 公　　共

機   器 性     能 摘 

3級トータルステーション 

別表１による 

セオドライト及び

1級GPS測量機  

2級GPS測量機  

3級レベル  

2級標尺  

水準測量作業用電卓  

鋼巻尺 JIS １級  

機   器 性     能 摘  

3級トータルステーション 

別表１による 

セオドライト及び測

1級GPS測量機  

2級GPS測量機  

3級レベル  

2級標尺  

水準測量作業用電卓   

鋼巻尺 JIS １級  
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別表１

2.測距儀の級別性能分類（Ｐ428）

6.ＧＰＳ測量機の級別性能分類（Ｐ430）                   

２．測距儀の級別性能分類 

級 別 型 区 分 公称測定可能距離(km) 公 称 測 定 精 度          最小読

長距離 30以上 ５mm＋１×１0-6・Ｄ以下 
特 

短距離 ―――― 0.2mm＋１×１0-6・Ｄ以下 

長距離 10以上 ５mm＋１×１0-6・Ｄ以下 
１ 

中距離 ６以上 ５mm＋２×１0-6・Ｄ以下 

中距離 ２以上 ５mm＋５×１0-6・Ｄ以下 
２ 

短距離 １以上 ５mm＋５×１0-6・Ｄ以下 

     ただし、Ｄは測定距離（km）とする。 

２．測距儀の級別性能分類 

級 別 型 区 分 公称測定可能距離(km) 公 称 測 定 精 度          最小読

長距離 30以上 ±５mm＋１×１0-6・Ｄ以下
特 

短距離 ―――― ±0.2mm＋１×１0-6・Ｄ以下

長距離 10以上 ±５mm＋１×１0-6・Ｄ以下
１ 

中距離 ６以上 ±５mm＋２×１0-6・Ｄ以下

中距離 ２以上 ±５mm＋５×１0-6・Ｄ以下
２ 

短距離 １以上 ±５mm＋５×１0-6・Ｄ以下

     ただし、Ｄは測定距離（km）とする。 

上記測位方式の公称測定精度、公称測定距離及び最小解析値は、下表のとおり

測  位  方  式 公称測定精度 公称測定可能

２周波スタティック ±５mm＋１×１0-6・Ｄ以下 10km以上

１周波スタティック ±10mm＋２×１0-6・Ｄ以下 10km以下

２周波 短縮スタティック ±10mm＋２×１0-6・Ｄ以下 ５km以下

１周波 短縮スタティック ±10mm＋２×１0-6・Ｄ以下 ５km以下

キネマティック ±20mm＋２×１0-6・Ｄ以下 ―――

リアルタイムキネマティック ±20mm＋２×１0-6・Ｄ以下 ―――

   ただし、Ｄは測定距離（㎞）とする。 

上記測位方式の公称測定精度、公称測定距離及び最小解析値は、下表のとおり

測  位  方  式 公称測定精度 公称測定可能

２周波スタティック ５mm＋１×１0-6・Ｄ以下 10km以上

１周波スタティック 10mm＋２×１0-6・Ｄ以下 10km以下

２周波 短縮スタティック 10mm＋２×１0-6・Ｄ以下 ５km以下

１周波 短縮スタティック 10mm＋２×１0-6・Ｄ以下 ５km以下

キネマティック 20mm＋２×１0-6・Ｄ以下 ―――

リアルタイムキネマティック 20mm＋２×１0-6・Ｄ以下 ―――

    ただし、Ｄは測定距離（㎞）とする。 

 



－公共測量－　作業規程の準則（第３刷）

正　誤　表

ページ 行 正 誤

平成21年12月7日

45 下から22行目 ホ　設置完了後、対空標識設置明細票に…六 設置完了後、対空標識設置明細票に…

82 上から8行目 「調整基準点」という。）「調整用基準点」という。）

82 上から15行目 ５ 調整基準点の設置場所は、所定の…５ 調整用基準点の設置場所は、所定の…

103 下から18行目 ５ 観測は、往路においては中心杭高、中心杭、縦断変化点杭の…５ 観測は、往路においては中心杭高、中心杭・縦断変化点杭の…

279 上から7行目 ついては、データ取得．方向に…、陸方向を左に見た形でついては、データ取得方向に…、陸方向を右に見た形で

154 様式1-10

279 第48条第三号の図



－公共測量－　作業規程の準則（第３刷）

正　誤　表

ページ 行 正 誤

平成21年6月12日

16 下から9行目 ２　点検の結果は、精度管理表にとりまとめるものとする。削除

57 下から11行目
ただし、ｎはモデル数とし、〔 〕の中・・・小数部は切り上げるものと

する。

ただし、ｎはモデル数、〔 〕の中・・・小数部は切り上げるものとし、

ｎが２以下の場合はＮＨ及びＮＶは４とする。

57 下から5行目 Ｎ
Ｈ
＝4＋2〔（ｎ－6）／6〕＋2〔（ｃ－3）／3〕＋〔（ｎ－6）（ｃ－3）／30〕Ｎ

Ｈ
＝4＋2〔（ｎ－6）／6〕＋2〔（ｃ－3）／3〕＋〔〔ｎ－6〕〔ｃ－3〕／30〕

105 上から5行目 また、横断図面の縮尺は縦断面図の縦の縮尺に合わせることを標準とする。また、横断面図の縮尺は縦断面図の縦の縮尺に合わせることを標準とする。

107 下から11行目
単点観測法による場合は第362条第５項第二号及び第三号の規定を準用す

る。

単点観測法による場合は第351条第５項第二号及び第三号の規定を準用す

る。

110 上から7行目
４ 等高･等深線地図データファイルは、横断測量等の結果に基づいて作

成する。

４ 等高･等深線図データファイルは、横断測量等の結果に基づいて作成

する。

127 上から11行目 B：0.52 ≤ ≤ 1.91S21
S22

B：0.49 ≤ ≤ 2.02S21
S22



数値写真No.

記録処理ユニット 

センサーユニット 
cm

kt/H

デジタル航空カメラ撮影記録簿 

kt

cm

GPS/IMU

f :　 　      mm

GPS/IMU初期化 

方法 

196 様式第3-13

GPS/IMU
GPS/IMU初期化 

方法 

195 様式第3-12

ページ 行 正 誤





ページ 行 正 誤

158 様式1-14の欄外 注 3. ※印欄は、地形補備測量及び現地補測作業の場合記載しない。 注 3. ※印欄は、現地調査、地形補備測量及び現地補測作業の場合記載しない。

154 様式第1-10



ページ 行 正 誤

188 下から9行目

潛ジオイド高：（基準点に適用）小数点型式、ｍ単位としｍ以下３桁までとする。

等　　 級：（水準点に適用）２桁の整数とする

11～13：１等～３等

21～24：１級～４級

25：簡易

潛ジオイド高：小数点型式、ｍ単位としｍ以下３桁までとする。

P  ：測点１と測点２の平均気圧（hPa）P  ：測点１と測点２の平均気圧（hPa）234 上から9行目

P1 ：計算の基準とした測点で観測した気圧（hPa）

P2 ：求めようとする測点の気圧（hPa）

T＝273＋ t：絶対温度（ｋ）

P1 ：計算の基準とした測点で観測した気圧（hPa）

P2 ：求めようとする測点の気圧（hPa）

T＝273.15＋ t：絶対温度（K）
234 上から22行目

240 上から5行目
盪 距離観測の観測方程式

v（t
i k
）＝－b

i k 
∆ x

i
－a

i k 
∆ y

i
＋b

i k 
∆ x

i
＋a

i k 
∆ y

k
－ l

s i k

盪 距離観測の観測方程式

v（si k）＝－bi k ∆ xi－ai k ∆ yi＋bi k ∆ xk＋ai k ∆ yk－ ls i k

241 上から3行目 N＝ATPA，N＝ATPLN＝ATPA，U＝ATPL

241 下から6行目 ＝D・sin   ＋ （i1＋ f1）－ （i2＋ f2）
1
2

1
2

α1－α2
2









≒D・sin   ＋ （i1＋ f1）－ （i2＋ f2）
1
2

1
2

α1－α2
2









242 上から5行目 K ：両差（気差及び球差）＝
（1－k）S 2

2R K ：両差（気差及び球差）＝
（1－k）D 2

2R

243 下から7行目 Mh＝
m0

Ph

Mh＝
m0

Ph

244 上から6行目 t1＝ ta＋Σβ0t1＝ ta＋β0

242 上から14行目 2.6 標高の計算（厳密高低網平均計算）2.6 標高の精算（厳密高低網平均計算）



ページ 行 正 誤

336
29美術館の

次に追加

351
38防犯灯の

次に追加

410
取得分類コード表

に追加

248 下から15行目 δβk＝∆βi／夾角の観測値の数）：夾角βi kへの補正値δβk＝∆βi／（夾角の観測値の数）：夾角βi kへの補正値

256 下から7行目

－1

P＝

σΔX ΔX σΔX ΔY σΔX ΔZ

σΔY ΔX σΔY ΔY σΔY ΔZ

σΔZ ΔX σΔZ ΔY σΔZ ΔZ













－1

P＝

σΔX ΔX σΔX ΔY σΔX ΔZ

σΔY ΔX σΔY ΔY σΔY ΔZ

σΔZ ΔX σΔZ ΔY σΔZ ΔZ













247 上から3行目

V＝（CP－1）T K

P－1＝　　　　　　　　　　　　　，K＝

K1
K2
K3

1/P1 0 0 0 0

0 1/P2 0 0 0

0 0 1/P3 0 0

0 0 0 1/P4 0

0 0 0 0 1/P5

































V＝（CP－1）T K

P－1＝　　　　　　　　　　　　　　K＝

，

K1
K2
K3

1/P1 0 0 0 0

0 1/P2 0 0 0

0 0 1/P3 0 0

0 0 0 1/P4 0

0 0 0 0 1/P5
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